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日
銀
名
古
屋
支
店
が
１

日
発
表
し
た
９
月
の
企
業

短
期
経
済
観
測
調
査
（
短
観
）

に
よ
る
と
、
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
の
東
海
３
県
の
企
業
の

業
況
判
断
指
数
（
景
気
が

「
良
い
」
と
答
え
た
企
業
の
割

合
か
ら
「
悪
い
」
を
引
い
た
値
、

Ｄ
Ｉ
）
は
、
全
産
業
で
プ
ラ
ス

22
と
６
月
調
査
か
ら
３
ポ

イ
ン
ト
改
善
、
特
に
製
造
業

で
は
プ
ラ
ス
21
と
８
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
た
。
６
月
調
査
で

は
中
東
情
勢
悪
化
の
影
響

に
よ
る
不
透
明
感
が
強
か
っ

た
が
そ
の
懸
念
は
や
や
後
退

し
た
と
し
て
い
る
。 

当
社
が
７
月
に
三
重
県

内
の
中
小
企
業
を
中
心
に

行
っ
た
調
査
（
回
答
４
５
２

社
）
で
も
、
７
〜
９
月
期
の

自
社
の
収
益
を
中
心
と
し

た
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
全
産

業
で
プ
ラ
ス
21
・
５
、
製
造

業
で
プ
ラ
ス
21
・
０
、
非
製

造
業
で
プ
ラ
ス
25
・
２
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
４
〜
６
月
期

を
５
ポ
イ
ン
ト
、
５
・
１
ポ
イ

ン
ト
、
８
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回

っ
た
。 

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ

る
自
社
へ
の
悪
影
響
は
「
一

定
解
消
し
た
・
解
消
し
つ
つ

あ
る
」
と
い
う
企
業
は
、
５

月
時
点
の
調
査
で
は
１
・

５
％
だ
っ
た
が
７
月
に
は

19
・
８
％
と
大
幅
に
増
え
た
。

特
に
５
月
時
点
に
お
い
て
は
、

原
材
料
な
ど
の
仕
入
れ
・
調

達
時
の
数
量
制
限
や
遅
延

な
ど
の
問
題
が
最
も
大
き

か
っ
た
も
の
の
、
「
原
材
料
調

達
の
不
安
定
化
」
が
一
定
あ

る
い
は
一
部
解
消
し
た
と
す

る
企
業
は
42
・
８
％
と
な
り
、

そ
の
影
響
は
情
勢
悪
化
当

初
の
５
月
と
比
べ
る
と
徐
々

に
改
善
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。 

ま
た
、
需
要
増
な
ど
か
ら

売
上
高
が
増
加
傾
向
に
あ

る
企
業
も
多
い
。
好
調
さ
が

目
立
っ
た
の
は
、
自
動
車
を

は
じ
め
と
す
る
輸
送
用
機

械
器
具
製
造
、
は
ん
用
・
生

産
用
機
械
器
具
製
造
、
観

光
・
宿
泊
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
業
種
だ
。
特
に
、
自
動
車

や
半
導
体
関
連
向
け
で
は

幅
広
い
業
種
で
需
要
が
堅

調
だ
っ
た
。 

企
業
か
ら
は
、
「
受
注
が

増
加
」
（
自
動
車
向
け
専
用

機
械
）
、
「
半
導
体
製
造
装

置
の
分
野
が
活
況
」
（
工
作

機
械
部
品
）
、
「
半
導
体
関

連
の
売
上
が
増
え
て
お
り
今

後
も
好
調
が
続
く
見
込
み

で
、
設
備
投
資
を
前
向
き
に

検
討
中
」
（
工
具
）
、
「
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
稼
働
率

が
高
い
。
半
導
体
関
連
の
増

産
に
伴
い
新
規
取
引
を
開

始
」
（
人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス
）

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
値
上
げ
に
よ
る
客
離
れ
が

落
ち
つ
き
、
顧
客
が
戻
り
つ

つ
あ
る
」
（
飲
食
）
な
ど
値
上

げ
を
許
容
す
る
動
き
も
う

か
が
え
た
。 

観
光
・
宿
泊
で
は
、
伊
勢

神
宮
で
２
０
３
３
年
に
執
り

行
わ
れ
る
式
年
遷
宮
に
向

け
て
今
年
は
市
民
が
参
加

で
き
る
お
木
曳
行
事
な
ど
の

関
連
行
事
が
執
り
行
わ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
域
の

盛
り
上
が
り
や
集
客
増
に
つ

な
が
っ
た
と
の
声
が
多
数
上

が
っ
た
。
お
木
曳
行
事
は
来

年
も
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
「
集
客
を
見
込
み
、
個
人

客
向
け
に
食
事
内
容
や
設

備
を
見
直
す
」
（
宿
泊
）
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
企

業
も
あ
る
。 

た
だ
、
中
東
情
勢
の
悪
化

で
一
層
物
価
が
上
昇
す
る

中
、
原
材
料
高
が
重
荷
と
訴

え
る
企
業
は
１
月
の
約
５
割

か
ら
７
月
は
６
割
半
ば
に
ま

で
増
え
て
い
る
。
価
格
転
嫁

は
一
定
進
展
し
て
は
い
る
も

の
の
コ
ス
ト
増
加
分
の
全
て

を
転
嫁
で
き
る
企
業
は
少

な
く
、
生
産
性
の
向
上
や
需

要
の
取
り
込
み
、
一
層
の
価

格
転
嫁
に
向
け
た
価
格
交

渉
な
ど
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
堅
調
さ
を
持
続
で

き
る
か
、
業
績
へ
の
影
響
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 


